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研究成果の概要（和文）：本研究は、中等度認知症の人の家族介護者に対するレスパイトケアモデルの確立を目
指し、在宅で認知症の人を介護する家族介護者のエンパワメント尺度を開発することを目的とした研究である。
概念分析、及び家族介護者へのインタビュー調査からエンパワメントの構成要素を抽出し、4下位尺度36項目の
尺度原案を作成した。探索的因子分析によってエンパワメントの評価尺度を開発した。本尺度には、認知症の人
の家族介護者の特性や、日本の家族介護者の特徴を示す因子が含まれており、日本における在宅で認知症の人を
介護する家族介護者のエンパワメントの特徴や変化を評価できることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an Empowerment Scale for Home-Based
 Family Caregivers of People with Dementia in Japan for establishment of a respite care model for 
them. We identified components of empowerment among family caregivers of people with dementia 
through interviews and the result of concept analysis. The first version of the questionnaire had 
four subscales and a total of 36 items. Exploratory factor analysis identified the validity of the 
scale. The scale includes factors covering the main characteristics of family caregivers of people 
with dementia in Japan, and therefore enables a more accurate assessment of empowerment of family 
caregivers of people with dementia.

研究分野： 高齢看護学、家族看護学

キーワード： 認知症　エンパワメント　家族介護者　尺度開発
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１．研究開始当初の背景 
日本は高齢化率が世界で最も高く(United 

Nations World Population Prospects, 2017)、2025
年には65歳以上高齢者の約5人に1人が認知症
であることが推計されている(Cabinet Office, 
Government of Japan, 2016)。認知症は脳の障害
に伴う中核症状に加え、妄想・徘徊や抑うつ
状態などの行動・心理症状が生じることがあ
る。介護を担う家族はこれらの症状に対応し
なければならず、ストレスや鬱状態などの身
体心理状態に陥ることが報告されている
（Moreno et al，2015．Välimäki et al，2015）。
日本は歴史的に「家を守る」意識が強く、家
族間の絆を重要視する。また、日本人特有の
「親孝行」の考え方が受け継がれ、介護役割
を社会規範としてとらえる傾向がある（森岡，
2011）。そのため、介護に孤軍奮闘し、身体的、
心理的、社会的に追い詰められている現状が
ある。特に、中等度（日常生活自立度Ⅱa～Ⅲ
a）認知症高齢者は、日常生活がある程度自立
しているため在宅生活が可能とされる一方で、
徘徊行動がみられるなど一時も目が離すこと
ができない。そのため、家族の身体的・精神
的負担が一段と大きく、介護負担軽減や燃え
つきを予防し、在宅生活を継続するためのレ
スパイトケアが求められている。 
エンパワメントは、人の肯定的な側面に着

目した概念で、マイノリティや女性といった
社会的弱者の地位向上に焦点を当て、彼ら社
会的弱者の潜在能力を発揮させ、平等で公平
な社会の実現を目的とする（フレイレ,1979）。
これは、家族介護者の身体面や精神面に作用
し、対処方法の獲得や負担の軽減といった効
果をもたらすことから、その有用性が注目さ
れている。したがって、家族介護者のエンパ
ワメントに注目し、レスパイトケア確立に向
けた支援を構築することは有用である可能
性がある。 
先行研究では、エンパワメントプロセスを

明らかにした研究（Che,2006）がある。また、
エンパワメントを高めるための介入研究
（Klug,2014．Nomura et.al, 2009.）も行われて
いる。だが、認知症の人の家族介護者のエン
パワメントを評価する指標は確立しておら
ず、介入の効果が正確に評価されていない。
また、既存の尺度は、小児の親（Koren,1992）
や、疾患や国の異なる家族介護者を対象にし
ており、在宅で認知症の人を介護する日本の
家族介護者のエンパワメントを評価するこ
とはできない。エンパワメント評価尺度を開
発することによって、これまで看護者が主観
的に評価していた家族介護者のエンパワメ
ントを、客観的・数量的に評価することがで
きる。これにより、看護者は、早期に家族介
護者の心理学的変化を発見することができ
る。また、これら評価項目を、家族介護者の
ための看護介入の視点として応用すること
ができる。 
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２．研究の目的 
本研究の目的は、中等度認知症の人の家族

介護者に対するレスパイトケアモデルの確
立を目指し、家族介護者のエンパワメントを
高める支援の構築に向けた示唆を得ること
である。基礎的研究として、在宅で認知症の
人を介護する家族介護者のエンパワメント
尺度を開発することを目的とした。 
 



３．研究の方法 
第 1 段階：家族介護者のエンパワメントに関
する国内外の文献レビュー/成人・高齢者を介
護する家族介護者のエンパワメントの概念
分析 
（１）文献レビュー 

‘family empowerment’ and ‘caregiver’ or 
‘significant others’をキーワードに  ‘English’ 
‘Japanese’ ‘adult’で絞込み検索したところ、
Pub Med205 件、CINAHL20 件、Scopus331 件
の文献が抽出された。医中誌 Web 版 Ver.5 で
「エンパワメント」and「家族」or「介護者」
をキーワードに「小児」を除外した原著論文
を検索したところ 126 件であった。このうち
重複・体裁が整っていない文献を除外した
620 件のタイトルと抄録を精読して、小児の
親を対象としたものやエンパワメントに焦
点化されていないものを除外し 23 件が抽出
された。さらに二次文献から得た 7 文献を追
加し 30 件を分析対象とした。分析項目は発
表年、著者の所属国、目的、対象者及び介護
対象者の属性、方法（研究デザイン、評価指
標、介入方法）である。 

 
（２）概念分析 

Rogers の革新的概念分析の方法を用いて
1995年から 2015年の 30文献を分析対象とし
た。文献を通読して、著者が概念をどのよう
に使用しているかを理解し抽出した。次に概
念の特性は何かを明らかにするために、「概
念の例が起こったとき何が起きたか」、「その
前には何が起きたか」、「その後には何が起き
たか、概念の結果としては」の問いのもと、
属性、先行要件、帰結に関する記述をカテゴ
リー化した。そして、それぞれのカテゴリー
を構造化し概念図を作成した。さらに、同じ
概念を表現するために互換的に使われる関
連概念を特定した。 

 
第 2 段階：在宅で認知症の人を介護する日本
の家族介護者のエンパワメントの構成要素
の抽出と構造化 
調査期間：2015 年 10 月から 2016 年 3 月 
対象者：認知症の人と家族の会の「つどい」
に参加する家族介護者と認知症と関わり
の深い医療・福祉の専門職。対象選択にあ
たっては、理論的サンプリング（Flick, 
2011）を行った。対象者は、性別や仕事の
有無といった多様なタイプを選択した。日
本では、親子間や配偶者間で介護が行われ
ることが多い。そのため、介護者と要介護
者の関係性からサンプリングを行った。ま
た、認知症のタイプによって特徴的な症状
が異なる。よって、タイプの異なる認知症
のサンプリングを行った。さらに日本は、
医療・福祉サービスの種類が多様である。
したがって、サービスの異なる専門職者の
サンプリングを行った。 

調査方法：半構成的インタビュー。 
調査内容：家族介護者には、年齢、介護中の

仕事の形態、認知症の人との関係、同居して
いる家族員、認知症の人の病名、介護期間、
介護を始めたときから現在までの認知症の
人の様子と自身の介護経験、そのなかで、う
まく自分の力を出せた、発揮できたと感じた
場面、認知症の人に対する気持ち、周囲や社
会に対する気持ちを尋ねた。 
医療・福祉の専門職者：年齢、職種、認知症
の人とその家族と関わる場所、これまで関わ
った認知症の人の家族介護者のなかに、うま
く自分の力を出している、 
発揮していると感じた場面を尋ねた。 
分析方法：The qualitative content analysis 

process (Elo & Kyngäs,2007)の手法を参考と
し、質的記述的に分析した。 

 
第 3 段階：在宅で認知症の人を介護する家族
介護者のエンパワメント尺度の信頼性・妥当
性の検証 
（１）尺度原案の作成 

第 1・2 段階の結果を踏まえ 36 項目のアイ
テムプールを作成し、内容妥当性、表面妥
当性の検討の結果、4 下位尺度 36 項目の尺
度原案を作成した。 

（２）信頼性・妥当性の検討 
調査期間：2017 年 4 月から 12 月 
対象者：2 つの県の大学病院の外来、在宅療
養支援診療所などの医療施設 5 か所、デイ
サービスや地域包括支援センターなどの
在宅福祉施設 13 か所に通う家族介護者。 

調査方法：2 段階による無記名自記式質問紙
調査（調査 1、調査 2） 

調査内容：家族介護者及び認知症の人の属性、
尺度原案、日本語版認知症介護自己効力感
尺度、精神健康度調査票。 

分析方法：統計ソフト SPSS24.0J、AMOS24.0J
を使用し、まず尺度原案で得られた仮説モ
デルの適合度を確認的因子分析で検討し
た。モデルが適合していなかったため、全
項目について項目分析を行った。信頼性の
検討には、Cronbach’s α 係数を算出した。
妥当性の検討には、探索的因子分析を行っ
た。基準関連妥当性の検討には、尺度間の
相関係数を算出した。尺度のモデル適合度
を確認的因子分析で検討した。安定性の検
討のために調査 1 と 2 の項目間の級内相関
係数を算出した。 

 
４．研究成果 
（１）在宅で認知症の人を介護する日本の家
族介護者のエンパワメントの構成要素の抽
出 
① 文献レビュー/概念分析 

30 文献の著者の所属国は、北米・豪州 53%、
香港・中国等の東アジア 47%であった。対象
者の続柄は配偶者 57%、子ども 53%等で、義
娘・嫁 3 件は東アジアでのみ見られた。介護
対象者の属性は成人・高齢者 27%、認知症の
人 23%、脳外傷・脳疾患患者 23%、精神障害
をもつ人 10%等であった。研究方法は質的研



究 50%、量的研究 47%で、うち 33%が介入研
究であった。このうち、エンパワメントの「定
義あり」が 37%、「定義なし」が 63%であり、
概念が不明確なまま調査・介入が行われてい
た。エンパワメントの評価指標は情緒障害の
小児の親用の尺度を用いた文献が 13%と最
も多く、自作の尺度 10%等であった。これら
から、家族介護者が配偶者や子どもといった
立場で介護を行っているにも関わらず、小児
の親用の尺度が用いられており、対象者の特
性に応じた評価が行われていないことが明
らかになった。特に、成人・高齢者を介護す
る家族介護者のエンパワメントの概念が明
確化されていないことが明らかになった。 

次に、概念分析の結果から、6 つの属性、5 
つの先行要件、5 つの帰結が抽出された。そ
して、成人・高齢者を介護する家族介護者の
エンパワメントの概念を、「自己の心身を良
好にコントロールし、肯定的な感覚を養った
り介護役割を主体的に捉えたりして介護力
を向上させ遂行すること。また、自己のみな
らず他者にも目を向け、要介護者の自立を支
えたり周囲と関係性を構築したりするこ
と。」と定義できた。さらに、エンパワメン
トの関連概念として ‘coping’、‘self-efficacy’、 
‘autonomous’、‘self-determination’が抽出され
た。 
② インタビュー調査 
対象者は、家族介護者 5 名（平均年齢 70.8

歳）、医療・福祉の専門職 5 名（平均年齢 48.6
歳）であった。認知症の人との関係は、配偶
者、息子、娘であった。認知症の型は、アル
ツハイマー型、前頭側頭型、脳血管性、若年
性であった。介護期間は 2 年半から 16 年で
あった。 
エンパワメントの構成要素として、33 のコ

ード、12 のサブカテゴリー、4 つのカテゴリ
ーが抽出された。 
認知症の人を介護する家族介護者のエン

パワメントは、時間経過を横軸、エンパワメ
ントレベルを縦軸とした構造で説明できた。
特に日本の認知症の人を介護する家族介護
者のエンパワメントは、一方向に進むという
単純化した構造ではなく、認知症介護の本質
の理解を軸にして一進一退を繰り返しなが
ら螺旋状に高まっていくという特徴をもっ
ていた。また、日本の認知症の人の家族介護
者がエンパワメントのプロセスを辿るため
には、自ら認知症介護の本質について気づき
理解することが重要なことが明らかになっ
た。 
以上のことから、これらの要素は、認知症

の人の家族介護者のエンパワメントの評価
や、エンパワメントを高める介入の視点とし
て有用である可能性が示唆された。 
 
（２）在宅で認知症の人を介護する日本の家
族介護者のエンパワメント尺度の信頼性・妥
当性の検証 
調査 1 では、質問紙を 820 名に配布し、回

収率は 37.4%、有効回答者数は 304 名（有効
回答率 37.1%）であった。家族介護者の平均
年齢は 65.2 歳で、約 70%が女性であった。約
半数が配偶者で、義理の娘が約 10%を占めて
いた。介護期間は、2 年～5 年が最も多かっ
た。約 60%が無職だった。約 70%に介護を助
けてくれる家族がおり、約 80%に介護につい
て相談にのってくれる家族がいた。認知症の
人の平均年齢は 80.4 歳で、約 60%が女性であ
った。介護レベルは、中等度が最も多かった。
認知症のタイプは、アルツハイマーが約 60%
で最も多く、わからないと答えたものが約
15%いた。 
まず項目分析を行って、次に探索的因子分

析、信頼性の検討、基準関連妥当性の検討、
モデル適合度の検定、安定性の確認を行った。
結果は、COSMIN の checklist（Mokkink et.al, 
2010）において、内的一貫性、信頼性、構成
概念妥当性、基準関連妥当性を満たし、信頼
性と妥当性を確保できたと考えられた。また、
本尺度は、認知症の人の家族介護者の特性や、
日本の家族介護者の特徴を示す因子が含ま
れていた。したがって、日本における在宅で
認知症の人を介護する家族介護者のエンパ
ワメントの特徴や変化を評価することが可
能である。 
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